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身体にまつ わるジェ ンダー 幻想

飯田貴子 （帝塚山学院大学）

は じめに

　本発表では、まず体力と言われる身体能力に注 目

する。「男と女は身体が違 うの だか ら、体力にも男

女差がある」 「男は体力がある」 「女は体力がな い 」、

「だか ら …　 」 とい う性別特陸論を擁護する 「体

力の ジ ェ ンダー差」言説を覆す試みをする。

　次に、身体文化 と して の ス ポーツ が、い かにジ ェ

ンダーの差異化を構築し、性別二元制を支持する強

力な装置と して機能 して きた か に つ い て述べ 、最後

に、現在 の 子 どもたちの体力に潜む ジ ェ ン ダー幻想

につ い て考えて み る。

体力観の形成

　体力 とは活動 お よび生存の 基礎 となる身体能力

で ある。 前者は、行動体力と言 われ競技力を反映 し、

後者は防衛体力 と言われ健康の 基盤となる。

　高校生・大学生 874名を女像 に した調査によると、

1）健康 ・体力に関する有能 感で は、男女 ともに健

康の 方が高く、 健康に対する自信は女性が
、 体力に

関する自信は男性が高い
。

「体力があること」と 「健

康で あるこ と」 は必ずしも連動 してい ない 。2）「体

力」 か ら連想 されるの は 、 男女とも 「ス タ ミナ 、 持

久力」、「パ ワ
ー
、筋力」が圧倒的に多く、これ らは

「競技力」 を代表するもの である。 人生で必要な体

力につ い て は 、 男女 とも 「病気にな らな い
、 健康」

をあげる者が多い
。
3）「女は体力がない と」 と感 じ

るの は男性 よりも女性に多く、ス ポーツや運動をし

て い る ときに良く感 じて い る。
しか し、日常生活に

お い ては男女とも多くの者が 「あまり感 じない 」 と

回答して い る 。 4＞体力テ ス トにおける持久走の 距

離の 差 （女子 1000m 、男子 1500m ）等は 、 体力に

関する女性の劣位を印象づ けてい る。

　以上か ら、
一
般 的な 「体力観」 は 「競技力」 をさ

して お り、こ の 「競技力」は 「人生 に必要な体力」

で あると考えられてい ない
。 また、日常生活では男

女 の 体力差を感 じる者は少なく、「体力があるこ と」

が必ず しも 「健康である こ と」 に繋が っ て お らず、

「体力観の形成」に体力テ ス トが影響を及 ぼしてい

るこ とが明 らか になっ た。

体力テ ス トの ジ ェ ンダーバ イア ス

　現在実施されて い る文部科学省 「新体力テ ス ト」

は、平成 11年度より内容が改め られて い る 。 主な

趣 旨は、測定対象が 「競技力に関連する体力」か ら

「健康に関連する体力」 へ 移行した こ とで ある。こ

の パ ラダイ ム チ ェ ン ジにつ い て は評価 し た い が 、

「競技力」 の 内奥に男性 中心主義が潜んで い るこ と

に全 く気付い てい ない 。こ こ では、東京オ リン ピ ッ

クの前年 （1963）に正 しい ス ポーツ の発展と国民体

力 の 向上 を 目的に標準化され実施された、文部省

「ス ポー
ツ テ ス ト」 の ジェ ン ダーバ イア ス を暴く。

　1）ス ポーツ テ ス ト成立に直接影響を及 ぼした国

内外の体カテ ス トを歴史的に考察すると、筋力優位

の 時代に端を発し、戦時に再燃する国民 の 体力問題

を背景に、国防力と生産力の増強を目的に実施され

た、国家による国民＝兵士 ・労働者＝男性の体力管

理 の 歴史と置き換える こ とが で きる。

　 2）ス ポーツ テ ス トで測定 される体力要素は 、 行

動体力 の エ ネル ギー的体力だけで あっ て 「強さ」 を

感 じさせ る。こ の体力は筋重量に左右され るため、

性による差が大きく現れる体力で ある 。
ス ポ

ー
ツテ

ス トで測定して い ない 、サイバ ネテ ィ クス 的体力は

「巧み さ」 を感 じ させ 、こ の体力に関与す る腦 ・神

経系の機能はト搓 がない。同様に、測定して い ない

防衛体力は、平均寿命の長 さに代表されるよ うに、

飢餓や寒さや諸々 の ス ト レ ス に対する抵抗力な ど、

女性が男性より優れた
一

面をもつ 体力 で ある 。

　3）測定種 目の 妥当性をジェ ンダー
視点か ら検討

する と、体力差を無視した種 目 仮 復横 とび、垂直

とび）、過去 の運動経験が大きく影響する種目 （ボ

ール 投げ、ジグザグドリブル ）、明 らかに女陸の 劣

位を示す、同
一

で ない種 目 （1500m と 1000m持久走

お よび急歩、懸垂腕屈伸と斜懸垂腕屈伸）がみられ

る。

　以上 か ら、文部省 「ス ポーツ テ ス ト」 は 、 社会生

活の 基盤となる体力の 評価が十分できて い ない だ

けで なく、エ ネル ギ
ー体力 を過大に評価させ、筋重

量の優劣に基づ く体力の 男女差を認識 させ る過ち

を犯 して い る。

関係論的分析の重要性

　 ア ン ・ホール は ス ポーツ のジェ ン ダー研究におけ

る関係論的分析 「ス ポ
ー

ツ とい うもの が 、 社会内の
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権力集団の 利益 と必要に役立っ よ うに歴 史的に生

み 出され 、 社会的に構築され 、文化的に規定されて

い るとい う仮定か ら出発する」の重要陸を指摘する，

この分析手法は、まさに体カテ ス トにもあてはまる。

　そ して 、オ リン ピ ッ クやワー
ル ドカ ッ プに代表 さ

れ るス ポーツ は、フ ェ ア プ レイ （参加の 公平卜生）の

精神の もと男女別に行われ、メデ ィア の キラ
ー

コ ン

テ ン ツ となる。男性 ス ポーツ の 代表とされ るサ ソカ

ーやレス リングは、オリン ピ ッ クでは女子 の 公式参

加が遅れ、同
一
賞金となっ たテ ニ ス の グラ ン ドス ラ

ム で さえも 、 男子 5 セ ッ ト、 女子 3 セ ッ トマ ッ チ で

行われ る。

一方、新体操や シ ン ク ロ ナイ ズ ドスイ ミ

ン グは、オ リン ピ ッ クに男子種 目はない 。

　ス ポーツ は こ うして 、 性の 二項対立に 「一流 と二

流」 「男らしさと女らしさ」を内包 して発展 して き

た 。 こ の ス ポー
ツ 文化は体育教材と して も浸透して

い る。

ス ポーツ における性別の曖昧性

　真の女性だ けが出場で きる権利を保護するた め、

1966年に視認、次い で陸器診察に よる
’1蛎 「1確認検査

が導入 された。その後、検査ぽ 性染色体質検査に移

行 した。しか し、性染色体だけでは 1甥 rJを完全 に判

定できない こ と、 性染色体は XY 型であ り男性 と判

別されて も、ア ン ドロ ゲ ン （男性ホル モ ン）に反応

する レ セ プタ
ー

（受容体）が欠如 して い る者は、パ

フ ォ
ー

マ ン ス にお い て有利 にならない とい う事実

がわか っ てきた。

　次に浮 上 して きたの は 、 トラ ン ス ジ ェ ン ダーの 選

手 の 扱い である。 とくに MtFの 選手に問題があると

して 、
1  （国際オ リン ピ ソ ク委員会）は早々 に性

再適合手術後の 選手に対 し
一

定の 条件下で の 五輪

出場を承認する決定をし、2004年ア テネ大会よ り適

用 した 。 性 の 越境は承認 され て も、
’1甥 仁 元制は堅

持され て い るの で ある。

　そ の後 、 2009年世界陸上競技選手権大会におい て

セ メ ン ヤ選 手の 1甥 擬 惑問題が起 こ る。1  お よび

IAAF （国際陸上連盟）は改めて ’餬 「亅確認験査につ い

て の 検討を迫られ 、 2011年に新規定を発表 し鳥 新

規定の 趣旨は、パ フ ォ
ー

マ ン ス の男女差は主にア ン

ドロ ゲン 値による として 、高ア ン ドロ ゲン 症の 女性

選手 の出場資格を規定 し、 今後も男女別 に競技を分

けて行 うとい うこ とである。 ↑甥 1亅二 元制 の 限界につ

い て は医学問題 と して取扱い
、 新規定に適合しな い

女性選手は女子競技に参加できな い こ とにな り、長

く続いた性別確認験査は廃止された。

　以上は、ス ポ
ー

ツ における性別に関する規程で あ

り、 1  や IAAFは これ らと
一
般社会で の ジェ ンダー

とは別物とい う立場を とっ て い る。

　なお最新の研究結果によると、エ リー トア ス リー

ト693名の 大会出場直後の 内分泌デー
タか ら、 男性

選 手の 16．5％が男性の テス トス テ ロ ン （ア ン ドロ ゲ

ン の
一部）一

般値 の 下 限 よ り低 く、女性選手の

13．7％が女性 の
一

般値 の 上限を越えて い る と し、

1  や IAAFの規程 は理論的に筋が通 らず、長続きし

ない と報告 して い る。

　ちなみに 、筆者らの 体育ス ポーツ系男女学生 3243

名を対象に した調査におい て、身体の 嬲 「亅におい て

男女の カ テ ゴ リ
ー

に当て はまらない 者は 0．6％、 ト

ラ ン ス ジ ェ ンダー等は 2．8％、ホモ 並びにバ イセ ク

シ ュ ア ル 等は 7．8％であっ た。

文科省 「全国体力 ・運動能力 、　　　　　　　 に

みるジ ェ ンダー幻想

　文部科学省は平成 20年度よ り、「全国体力 ・運動

能力 、 運動習慣等調査」を実施 して い る。これによ

ると、体育の授業や通学を除く 1週間の総運動時間

60 分未満の ほ とん ど運動しない 子 どもが、小学 5

年生 で は男子 10．5％、女子 24．・2％、中学 2 年生で

は男子 9．3％、女子 3L　1％となっ て い る （平成 22

年度）。総運動時間に歴然とした男女差が認 め られ 、

よく運動する子 どもとしない 子 どもの体力差が大

きい こ とも指摘されて い る。

　そ もそも 、 小 5児童の体力 ・運動能力における男

女差とは どの よ うなもの か 。 同年度の男女の平均値

を見ると、50m 走で は 9．38秒、9，65秒、立 ち幅跳

び で は 153．45cm 、145．28cm
、 ソフ トボ

ー
ル 投げ

で は 25．23m 、14，55m である。走跳投の 記録は身長

が高い ほ うが有利 である。そ こ で、身長を比較する

と、男子 138．78cm
、 女子 140．17cm で女子が男

子 を上回 っ て い る。 体格を考慮すれ ば、女子 の 体

力 ・運劃能 力がもっ と優れ て い て も良い 筈なの に問

題視 され難い の は、「女子 の 体力は男子 よ り低 くて

当た り前」と言 うジ ェ ン ダー幻想によるもの ではな

い だろ うか。性別に よる評価基準とその 値も問題視

されなければならない
。

終わ りに

　体力テ ス トやス ポーツ は、もともと体格や筋力や

パ ワー
に優れ てい る人 が好成績を得るよ うに仕組

まれた文化で あるこ とが明らか になっ た。であるか

ら、男女の能力を最大値や平均値で比較すると男性

が優れて い るが、Voglerは男性の 98％は女性の 最

高レベ ル より低く、性別間の差よりも同性間の個人

差の方が大きい とい う。 となれば、 身体にまっ わる

性差は、歴史的社会的文化的に構築 されたもの だ と

言えるか もしれない
。

　なお、紙幅の 関係上、文献は当 日資料に掲載する。
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